
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は

働
く
人
た
ち
の
生
活
を
直
撃

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
女

性
の
非
正
規
雇
用
者
が
多
く

働
く
宿
泊
業
や
飲
食
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
の
業
種
が
影

響
を
受
け
、
失
業
や
収
入
の

大
幅
減
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

生
活
再
建
の
見
通
し
が
立

た
ず
貸
付
金
で
は
解
決
し
な

い
と
い
う
場
合
に
、
生
活
保

護
の
果
た
す
役
割
り
は
極
め

て
重
要
で
す
。

　

山
形
議
員
は
、
ほ
ん
と

う
に
困
っ
て
い
る
人
達
が
生

活
保
護
に
至
ら
な
い
の
は
、

扶
養
照
会
の
問
題
、
自
動
車

保
有
に
対
す
る
対
応
の
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

扶
養
照
会
と
は
、
生
活
保

護
を
申
請
す
る
と
き
に
福
祉

事
務
所
が
親
族
に
対
し
援
助

で
き
る
か
ど
う
か
問
い
合
わ

せ
る
も
の
。「
親
族
に
は
知

ら
れ
た
く
な
い
」
と
生
活
保

護
の
申
請
を
諦
め
て
し
ま
う

人
も
多
く
い
ま
す
。
扶
養
照

会
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

山
形
議
員
は
、
さ
ら
に

生
活
保
護
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
を
問
い
ま
し
た
。

　

大
谷
市
長
は
「
生
活
保

護
制
度
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
平
等
に
こ
の
権
利
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
制

度
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
様
々
な
理

由
で
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
は
、
市
の
窓

口
で
相
談
し
、
た
め

ら
わ
ず
に
申
請
し
て

い
た
だ
き
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

山
形
議
員
は
、

生
活
保
護
は
早
め
早

め
の
対
応
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
理
解
し
て
、
相

談
者
へ
の
対
応
、
広

報
活
動
を
お
こ
な
う

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

学
校
の
主
人
公
は
一
人
一

人
の
子
ど
も
で
す
。
す
べ
て

の
子
ど
も
が
小
学
校
の
６
年

間
、
中
学
校
の
３
年
間
を
幸

せ
に
過
ご
し
、
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
学
校
の
目
的
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
先
生
が

い
ま
す
。

　

宇
田
議
員
は
、
細
か
す

ぎ
る
校
則
と
指
導
は
、
子
ど

も
の
成
長
を
む
し
ろ
阻
害
す

る
と
し
て
、
見
直
し
を
求
め

る
と
同
時
に
、
そ
の
見
直
し

の
議
論
に
子
ど
も
が
参
加
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
質
問
し

ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
校
則
は
、

絶
え
ず
積
極
的
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
。
見
直
し
の
際
に

は
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
か

か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

と
述
べ
、「
校
則
に
つ
い
て

誰
も
が
統
一
し
た
指
導
を
し

よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
規

定
が
細
か
く
な
り
、
教
育
の

意
味
を
欠
い
た
単
な
る
規
則

と
な
り
、
そ
れ
を
守
ら
せ
る

だ
け
の
外
見
の
取
り
締
ま
り

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
相
談
が
急
増
し
て

い
ま
す
が
、
生
活
保
護
世
帯

は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

困
っ
て
い
る
人
を
生
活
保

護
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が

今
後
必
要
で
す
。

に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が

あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

宇
田
議
員
は
、「
教
育

委
員
会
が
各
学
校
の
校
則
・

決
ま
り
の
状
況
に
つ
い
て

し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
３
月
の

校
長
会
で
校
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
話
を
し
た
。
学
校
全

体
で
も
う
一
度
意
義
、
目
的

か
ら
考
え
て
い
く
よ
う
促
し

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

左
の
表
は
、
生
活
保
護
世
帯
数
と
、

平
成
27
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
制
度
で
新
規
に

相
談
を
受
付
け
た
件
数
で
す
。

協
議
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば

再
稼
働
は
し
な
い
と
原
電

「
校
則
の
見
直
し
を
促

し
て
い
く
」
と
教
育
長

 

「
校
則
は
絶
え
ず
積
極

的
に
見
直
し
、
児
童
生

徒
が
主
体
的
に
か
か

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
教
育
長

着
々
と
進
む
工
事
は

再
稼
働
の
た
め

東
海
第
二
原
発
は
再

稼
働
中
止
を

生
活
保
護
の
対
応
・

広
報
を
積
極
的
に
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福
島
第
一
原
発
の
事
故
か

ら
10
年
も
過
ぎ
て
い
る
の
に

今
で
も
８
万
人
を
超
え
る
人

達
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
２

月
13
日
深
夜
に
起
き
た
Ｍ
7.3

の
地
震
は
、
10
年
前
の
大
震

災
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
し
た
。

地
震
国
日
本
に
は
原
発
は
大

変
危
険
で
す
。

　

日
本
共
産
党
県
議
と
原
発
周

辺
市
村
議
員
は
、
今
年
１
月
14

日
に
安
全
対
策
工
事
が
進
む

東
海
第
二
原
発
の
視
察
に
行

き
ま
し
た
。
１
日
１
７
０
０
人

の
作
業
員
に
よ
っ
て
大
が
か

り
な
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、再
稼
動
を
目
指
す
工
事
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

山
形
議
員
は
、
安
全
対

策
工
事
に
つ
い
て
原
電
に
意

見
を
言
わ
な
け
れ
ば
、
再
稼

働
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
質

問
し
ま
し
た
。

　

大
谷
市
長
は「
平
成
30
年

２
月
の
首
長
懇
談
会
で
、
今

後
安
全
対
策
工
事
を
進
め
た

と
し
て
も
最
終
的
な
６
市
村

の
判
断
に
よ
っ
て
は
原
電
が

想
定
し
な
い
結
果
も
あ
り
え

る
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
受
け

止
め
る
よ
う
申
し
伝
え
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　　

原
発
周
辺
６
市
村
の
原
子

力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
は

　

３
月
議
会
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
と
、

市
民
生
活
に
か
か
わ
る
諸
議
案
審
議
が
行

な
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
お
さ
え
、
事
業
者

や
市
民
生
活
を
支
え
る
市
政
が
実
現
で
き

る
か
問
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
立
場
か
ら
、
令
和
３
年
度
の
予
算

と
６
議
案
に
つ
い
て
、
反
対
討
論
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

「
原
発
さ
え
な
け
れ
ば
」
と
市
民

　

東
海
第
二
原
発
再
稼
働
中
止
を

校
則
の
見
直
し
を

　

子
ど
も
が
主
人
公
の
学
校
づ
く
り

「
生
活
保
護
は
権
利
で
す
」
と
市
長

●就学援助の認定、自営業者は所得で

　計算
　自営業者について、収入ではなく必要
経費を差し引いた後の所得での算定にか
わりました。

●就学援助制度で、自宅でタブレット
　使用時の無線ランルーター、通信費
　が補助されます。

●子どものマル福、高校卒業まで外来
　も適用（令和３年１０月から）

●請願書、請願署名は
　押印不要に

実現しました！

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

自立相談件数

生活保護世帯数

（件数）

200

400

600

800

1,000

議 会 報 告 会 のおしらせ
議会報告会をおこないます。市政への要望も是非お聞かせください。
参加ご希望の方はお手数でも、議員までご連絡ください。

日 時：
　　　 午後1 時30分 から３時00分
場 所：ひたちなか市文化会館
　　　 １階大会議室

2021年 5 月 8 日（土）

（コロナ感染防止のため40名まで）

平
成
30
年
年
３
月
に
、
原
電

と
新
安
全
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

山
形
議
員
は
、
６
市
村
が

同
等
に
確
保
し
た
権
限
と
言

わ
れ
る
「
実
質
的
事
前
了
解

権
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
市

長
の
認
識
を
伺
い
ま
し
た
。

　

大
谷
市
長
は
「
平
成
29

年
11
月
の
首
長
懇
談
会
の
場

で
、
原
電
社
長
は
『
最
終
的

に
納
得
す
る
ま
で
協
議
を
継

続
し
、
協
議
が
終
わ
ら
な
け

れ
ば
再
稼
働
は
し
な
い
と
い

う
意
味
で
あ
る
』
と
明
言
し

た
。
ま
た
平
成
31
年
２
月
の

首
長
懇
談
会
で
は
原
電
に
対

し
『
６
市
村
と
し
て
安
全
対

策
等
に
つ
い
て
一
つ
の
自
治

体
で
も
納
得
し
な
け
れ
ば
、

議
論
は
継
続
し
再
稼
働
は
し

な
い
と
い
う
認
識
で
統
一
さ

れ
て
い
る
』
こ
と
を
申
し
伝

え
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

た
い
へ
ん
重
要
な
発
言
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
効
性
の
あ
る
広
域

避
難
計
画
も
厳
し
い
な
か
、

市
長
は
、
市
民
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
再
稼
働
中
止
を
し
っ
か

り
と
求
め
る
べ
き
で
す
。



　

本
市
策
定
の
「
第
４
次
男
女

共
同
参
画
計
画
」に
、
初
め
て「
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る

知
識
の
普
及
」「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
方
が
、
日
常
生
活
を
送

る
う
え
で
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
な
い
よ
う
支
援
す
る
」
と
い

う
事
業
項
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

今
後
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
う
の
か
が
、問
わ
れ
ま
す
。

　

宇
田
議
員
は
、「
生
活
に
支

障
が
な
い
よ
う
な
支
援
を
お
こ

な
う
た
め
に
は
、
当
事
者
か
ら

直
接
そ
の
ニ
ー
ズ
を
き
く
こ
と

が
必
要
だ
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
部
長
は
、「
事
業

の
取
り
組
み
の
評
価
や
計
画
の

見
直
し
に
お
い
て
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
方
や
そ
の
分
野
に

精
通
し
た
有
識
者
の
方
に
意
見

を
聞
く
こ
と
は
、
意
義
が
あ
る
。

ど
う
取
り
入
れ
て
い
く
か
今
後

検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

宇
田
議
員
は
、「
行
政
と
し

て
当
事
者
に
し
っ
か
り
寄
り
添

う
た
め
に
、
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
質
問
し

ま
し
た
。

　

市
民
生
活
部
長
は
、「
専
門

の
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る

茨
城
県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
相

談
室
が
あ
る
こ
と
を
広
く
市
民

に
知
ら
せ
て
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
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市民のいのちと暮らしを守る市政を
コロナ禍から 令和３年度予算と議案

　新型コロナウイルス感染拡大はいまだ収束の見通しがありま

せん。日本経済も戦後最大の落ち込みとなりました。一方、株
式市場はバブル期のような株高となり、実体経済との乖離はす
さまじく、一部の資産家に富がさらに蓄積し、格差と貧困が一
層広がっています。住民の福祉の増進を第一とする地方自治体
の役割が強く求められます。打撃を受けた地域経済や市民生活

　新型コロナウイルス感染防止のため
のワクチン接種が本市でも始まります
が、感染を防ぐには、３密（密集・密閉・
密接）を防ぐ生活が引き続き必要です。
　しかし、無症状者からの感染を防ぐた
めには、大規模・定期的なＰＣＲ検査が
必要で、特に、集団発生になりやすく、
重症化のリスクも高い高齢者・障がい者
施設、子どもとの密着の避けられない保
育士への定期的な検査が求められます。
　日本共産党市委員会と市議団は市長
に要望書を提出し、また一般質問でも
取り上げました。国・県のおこなう検
査数では、まだまだ足りません。

への支援が必要です。
　同時に、令和３年度の事業の多くはコロナ感染の状況に大き
く左右されることから、感染防止に全力を尽くすことが、最優
先課題となります。そのような立場から、令和３年度の予算編
成の不十分さを指摘し、一般会計予算と３つの特別会計予算、
６議案に反対しました。主な反対討論を紹介します。

　高齢者が増加するなか、車が運転できなくなった高齢者の
外出支援が強く求められています。昨年の12月議会に「ひた
ちなか乗合いタクシーを実現する会」から、1592名の署名と
ともに請願が提出されました。しかし総務生活委員会で不採
択になりました。
　本会議では山形議員が、「行きたい所に行けるという高齢者
の人格を尊重したデマンド型の公共交通を確立すべきだ」と
請願に賛成の討論をおこないました。
　賛成の議員は立憲民主党と日本共産党だけでした。

　核兵器禁止条約が 2021年1月22日に発効しました。核兵
器は史上初めて違法化され、開発、実験、製造、貯蔵、使用な
どあらゆる活動が禁止されることになります。唯一の戦争被
爆国である日本政府は、禁止条約の採択に背を向けています。
　ひたちなか平和の会から出された請願は、総務生活委員会
で不採択。本会議で山形議員は、「核兵器廃絶平和都市」を
宣言している趣旨からも、国に対し核兵器禁止条約の批准を
求めるべきだと賛成討論をおこないましたが不採択となりま
した。賛成の議員は立憲民主党と日本共産党だけでした。

　平和事業について、世界で初めて核兵器を違法とする核兵
器禁止条約が発効されました。核兵器廃絶平和都市を宣言し
た本市として、この条約発効を歓迎し、平和事業のさらなる
充実を求めます。

　市報「ひたちなか」を全市民に届けることは市の責任です。
そのための取り組みを強く求めます。

　高齢者施策では、車の免許を返納した後も、生活の質を維
持し、生き生きと暮らし続けられる市となるよう、公共交通
を含め生活上の様々な施策の充実を求めます。

　女性の生活困窮、DV、自殺などがコロナ禍で増加してい
ます。関係部署が連携し、相談窓口の充実が必要です。

　小中学校の一人一台のタブレットについて、有効に活用で
きるよう教師への支援を充実させると同時に、子どもへの電
磁場や視力への影響については配慮が必要です。

　湊線の延伸について、令和３年１月に湊線延伸計画が国に
認可されました。今後１年以内に工事施工認可取得が必要で
す。しかし、3.1キロの延伸にかかる総経費は７８億円。想定
外のコロナ感染拡大の中、今後の市の財政状況、観光客をあ
てにした需要予測も含め延伸計画は再考すべきと考えます。

　茨城港常陸那珂港区建設について、国が進める重要港湾は
国・県が負担することを求めると同時に、２０５０年カーボ
ンニュートラルゼロを宣言する市として、北ふ頭の火力発電
所の焼却灰を埋め立て続ける中央ふ頭のこれ以上の建設は中
止を求めるべきです。

一般会計

いのちと暮らしを守るため
　　定期的なＰＣＲ検査を

「デマンド型乗合いタクシー」を求める請願、不採択 国に核兵器禁止条約の批准を求める請願、不採択

　国保税の引き下げを求める。また、医療費全額自費負担と
なる資格証明書の発行は行わないこと。

国民健康保険 いのちを守るべき医療保険で、
健康や命を脅かされることがないように

　高齢になれば、医療が必要になるのは当たり前。７５歳以
上を別建とする保険制度は認めることができません。

後期高齢者医療 医療費の負担増は
必要な医療の抑制につながる

●総合福祉センター、那珂湊総合福祉センターで行っていた障
がい者に対する様々な事業をすべて廃止し、「居場所・見守り」
が目的の地域活動支援センターに一本化することは、行政の障
がい者施策に対する責任の後退です。
●老人福祉センターの入浴サービス廃止はあまりにも突然で一
方的。市民参加の議論、丁寧な説明が必要でした。
●男女共同参画センターを無くすことは、今後の施策の後退につ
ながりかねない。気軽に集える新たな拠点施設を検討すべきです。

反対した主な議案
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LGBT
レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男
性同性愛者）、バイセクシャル（両性
愛者）、トランスジェンダー（心と体
の性が不一致）の頭文字をとった単語
で、性的マイノリティの総称の一つ

SOGI
性的指向（好きになる性）、性自認
（心の性）、それぞれのアルファベッ
トの頭文字を取った単語。異性愛の
人なども含めすべての人が持ってい
る属性のことを言う。

基準額 4,934円から
　　　　5,500円に引き上げ

　介護が必要となる人が増えるほど保険料が上がる制度。国
の責任で公費を増やすことが必要です。

介護保険

市長に要望


